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　ミドリシジミは、雄の羽の表面がエメラルド
グリーンに輝く美しいチョウです。幼虫は、湿
地の樹木であるハンノキの葉を食べて育ち、年
1回、6月から7月にかけて成虫が見られます。

　近年、都市の開発等で湿地が減り、戸田市内
では、1988年の荒川河川敷での記録を最後に
ミドリシジミは絶滅状態となっていました。埼
玉県レッドデータブックでも全県的に「準絶滅
危惧」に指定されています。

　そこで2013年より、彩湖・道満グリーン
パークなど「戸田ヶ原自然再生エリア」内に、
種子から育てたハンノキの苗木を子どもたちと
一緒に植え続け、大切に管理してきました。
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「戸田ヶ原自然再生エリア」でミドリシジミの繁殖に初成功！「戸田ヶ原自然再生エリア」でミドリシジミの繁殖に初成功！「戸田ヶ原自然再生エリア」でミドリシジミの繁殖に初成功！

今回はミドリシジミが舞う林プロジェクトや
とだみちゃん出張授業などについてお知らせします

今回確認されたミドリシジミの幼虫
（写真左）。幼虫は、葉をきれいに半
分に折りたたんで、巣を作ります
（写真右）。この巣がミドリシジミ生
息の目印となります。

　　　　ミドリシジミの成虫の飛翔状況モニタリング６
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彩湖・道満グリーンパーク内にハンノキを植樹
（2013 年 11 月）

“森の妖精” と呼ばれるミドリシジミの成虫（雄）
写真提供：( 公財 ) 埼玉県生態系保護協会

　ついに本年 5 月 9 日、取り組みが実を結び、
約 30 年ぶりに戸田市内で繁殖が成功した証と
して、ミドリシジミの幼虫が確認されました。

　さらに多くのミドリシジミが
戸田市へ戻って来るように、
これからも取り組みを続けて
いきますので、ご協力をよろし
くお願いします。

　2016 年・2017 年にハンノキの植樹に参加いただいた私立
浦和実業学園中学校・高等学校の生物部の皆さんと、荒川
彩湖公園にて成虫の飛翔状況を調査しました。
　当日は残念ながら成虫を確認
することはできませんでしたが、
生徒の皆さんは双眼鏡での調査
方法などを覚えながら、楽しん
で参加していました。



戸田ヶ原自然再生ブログ（最新情報を発信中！）→

http://todagahara.blog.fc2.com/
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参加希望・お問い合わせは（公財）戸田市水と緑の公社まで

戸田ヶ原サポーター活動予定

イオン北戸田店の皆さん
抜いた草を前にパシャリ！

新曽北小学校５年生の皆さん
（6月14日）

戸田第二小学校４年生の皆さん
（7月12日）

戸田ヶ原 ・野の草花講座のご案内
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　室内講義と公園内のガイドウォークにて、日本で
昔から親しまれてきた「野の草花」をご紹介します。
ご参加の方へ、野の草花のタネをプレゼントします!

【日時】 10月29日(火) 9：30 ～ 12：00 ※雨天実施
【集合】 戸田市水と緑の公社
【定員】20名（参加費無料）
【服装】歩きやすい服装
【持ち物】筆記用具、飲み物、雨具など

参加希望・お問い合わせは戸田市みどり公園課まで

イオン北戸田店 保全管理作業 とだみちゃん出張授業
　とだみちゃん・戸田ヶ原ガイドと一緒に戸田ヶ原
自然再生について学習する「とだみちゃん出張授業」
を、新曽北小学校、戸田第二小学校で行いました。
　とだみちゃんとのクイズでは、皆さん大盛り上がり
でした！戸田ヶ原の歴史や自然再生の講話では、真剣
にお話を聞き、「自然を守るためにできることは何だ
ろう？」と、それぞれ考えを深めていた様子でした。

　イオンスタイル北戸田・イオンモール北戸田の新
入社員を含む23名の皆さんと、幸魂大橋の南にある
自然保全ゾーン内のサクラソウ植栽地で、セイタカア
ワダチソウやオオブタクサなどの外来植物の抜き取り
を行いました。大変暑い中での作業でしたが、オギの
茂みをかき分けながら熱心に取り組んでくださった結
果、抜いた草は山盛りいっぱいになりました！

　皆さんは、秋の七草を知っていますか？日本に
古くからある代表的な秋の草花のことで、オミナ
エシ・ススキ・キキョウ・ナデシコ・フジバカマ・
クズ・ハギの７種を指します。
　そのうちの一つ、フジバカマは、花が終わる頃、
葉や茎から桜餅に似た甘い香りがします。葉が半
乾きのときに特によく香り、昔から香り袋や浴用
に利用されてきました。あの『源氏物語』でも、フ
ジバカマを育てている描写があります。平安貴族
もその香りを楽しんでいたようです。
　昔と比べて、野に咲くフジバカマの数は少なく
なってしまいましたが、
１号地と戸田ヶ原野草園
では、市民の皆さんと大
事に管理している花を見
ることができます。ぜ
ひ、花と香りを楽しんで
みてください。

香り立つ秋の七草 「フジバカマ」

戸田ヶ原 生きもの通信戸田ヶ原 生きもの通信戸田ヶ原 生きもの通信
このコーナーでは、戸田ヶ原の「旬」な生きものをご紹介します。

見頃：８月中旬～９月下旬頃
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